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【研究目的】

細胞治療は骨再建・再生を低侵襲で効率良く行うた

めに有用である。近年、脂肪組織に含まれる体‘性幹

細胞Adiposederivedstemcells（ADSCs）は骨形成細

胞、軟骨形成細胞、脂肪細胞に分化することが報告

されている。われわれは、これまでＡＤＳCsがinvitro

で骨形成細胞に分化すること、in-vivoでは骨欠損部

の骨形成を旺盛にすることを明らかにした。さらに、

ADSCsの静脈内投与は骨創治癒を促進することを明

らかにしてきた。しかし、ADSCsの静脈内投与によ

る創傷治癒および骨再生メカニズムは解明されていな

い。ADSCsの骨再生部での機能を明らかにするため

には、投与した細胞の骨再生部での局在を知ることが

重要である。今年度は、静脈内投与したADSCsの骨

創部での局在を知り、その機能を明らかにすることを

研究目的とした。

【研究方法】

Ｆ344ラットの骨髄から骨髄由来間葉系幹細胞

(BMSC)、脂肪組織からADSCsを分離した．ADSＣｓ

およびＢＭＳＣはＦＣＳ添加ＤＭＥＭにより培養した。

培地にデキサメタゾン、βグリセロリン酸、ビタミン

ｃを添加し骨芽細胞分化誘導培地とした。

①ADSCS静脈内投与後の投与細胞の局在に関する検

討

静脈内投与を行ったADSCsの骨創への分布を検討

するために、ADSＣｓをＢｒｄＵで標識し、静脈内投与

に使用した。ラット頭頂骨に骨欠損を形成し手術後３

日目にラット尾静脈から３x１０５個のＢｒｄＵで標識した
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